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白十字ホームホーム長　西岡　修さん
とにかく手にとって、読んでほしい９月号

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

５巻セット 特別価格 12,000 円（税・送料別、2013年 3月末までのお申込み・ご入金） 

普及価格 13,000 円（税・送料別） 
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こんな情勢だからこそ 

社会保障・社会福祉の 

〝そもそも〟を問いかけたい！ 

 

TEL06－6779－4894 　FAX06－6779－4895
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月
刊
　そもそも、社会福祉・社会保障とは？　その原点を常に問いながら、社会
福祉・社会保障をめぐるさまざまな問題を分野を越えて横断的にとらえる
「福祉のひろば｣。実践や運動、学習・研究にご活用下さい。

１月号●2012年 社会福祉を考える
日本社会の貧困構造と24時間型社会／2012年の課題　ほか

２月号●生活基盤の整備が再犯を防ぐ（更生と福祉）
神戸の冬を支える会／社会復帰調整官に聞く／播磨社会復帰促進センター
見学記　特集２　小川恂臧さんは何を残したか　ほか

３月号●被災者・被災地とともに（Ⅳ）─第16回合宿研究会から
大槌町　保健師全戸家庭訪問健康調査活動／遠野市　コミュニティケア型仮
設住宅／久慈市　自然を生かした復興とまちづくり　ほか

４月号●診療報酬・介護報酬の同時改定は現場にどう影響するか
サブ特集　新たに社会福祉で働くあなたへ

５月号●児童福祉法65年
　　　　─大阪市西成区〝釜ヶ崎〟から児童福祉を考える
６月号●生活保護利用者の「人としての生活」保障を考える
制度の現状と問題点・課題／野宿者支援を通して／利用後の生活支援　ほか

７月号●地域に生きるひとり暮らし高齢者の現実、そして動き始めた自治体
東京都港区によるひとり暮らし高齢者全数調査と新たな政策の創造　ほか

８月号●橋下維新の会（ハシズム）から保育を守る
座談会／大阪市の家庭的保育事業個人実施型（保育ママ）の動き　ほか

９月号●社会福祉に関わり、働く若もの17人が企画・取材・編集！
いきいき職場６か条／いきいき若者インタビュー／若者がめざす明日　ほか

10月号●認知症グループホーム
座談会　認知症ケアにせまる―京都・七野会グループホーム―　ほか

定価525円（税込･送料76円）　年間購読料6300円（送料含）

（有）福祉のひろば購読申込み・お問い合わせ



釜ヶ崎に響く
70年代ヒットソング

――たそがれコンサート――
 

　昨年は台風で中止になってしまい、今年のたそがれコンサートを1年間楽しみに待っていま
した。路上で楽しそうにお酒を飲むおっちゃんたちの間を抜けると、会場である三角公園の周
りにはすでに人だかりができていました。若く明るい、なんとも言えない雰囲気に、すこしド
キッとします。



　70年代のヒットメドレーに、ノリノリで「がんばれー！」と声援をとばすおっちゃんもい
ましたが、どちらかというと、じっと聴いているおっちゃんが多いのです。少し意外だなと思っ
たけれど、ビール片手に、静かに、でも穏やかな表情で演奏を聴くおっちゃんたちを見ている
と、みんないろいろなことを思いながら聴いていることがわかります。



　20代の私も知らない曲が多かったので、演奏している高校生たちにはもっと馴染みの薄い
曲ばかりだと思います。それでも、「コンクールより、たそがれコンサートに出たい」という
生徒さんがいるそうで、驚きです。たそがれコンサートの何が魅力なのか、ぜひ生徒さんにも
聞いてみたいと思いました。



　1981年から始まったたそがれコンサートは、全国大会で24回も金賞に輝く大阪府立淀川工
科高校吹奏楽部が演奏するようになって今年で22回目。有名な顧問の丸

まるたに

谷明
あき お

夫先生は、「この
コンサートだけはできる限りずっと続けたい」と話されます。先生や高校生をこんなにも惹き
つける釜ヶ崎の魅力を、もっと多くの人に知ってほしいです。�（写真：下野祇園　文：申佳弥）
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花園大学教授・全国公的扶助研究会会長　吉
よしなが

永　純
あつし

さん

とにかく手にとって、
　　読んでほしい９月号

　　西
にしおか

岡　修
おさむ

さん
社会福祉法人白十字会
特別養護老人ホーム　白十字ホーム　ホーム長

福
祉
の
仕
事
は
、
本
来
個
別
性
が
高
く
、
一
人
ひ
と
り
の
歴
史
や
文
化
に
基
づ
い
た
価
値
観
が
大
切
な

わ
け
で
す
が
、歴
史
と
か
文
化
と
い
っ
て
も
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
若
い
世
代
の
職
員
は
、

お
年
寄
り
と
五
〇
年
も
六
〇
年
も
の
世
代
差
が
あ
り
、
実
際
は
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

福
祉
の
職
場
、
た
と
え
ば
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
で
は
三
〇
歳
、
四
〇
歳
、
五
〇
歳
…
…
、

そ
し
て
お
年
寄
り
た
ち
に
よ
っ
て
若
い
人
は
支
え
ら
れ
、
人
と
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
経
験
を
積
み
、
学

ん
で
い
き
な
が
ら
一
人
前
に
な
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
実
は
、
若
い
人
が
使
い
捨
て
ら
れ
、
年
長
者
は
切
り
捨
て
ら
れ
る
中
で
、
そ
う
い
っ
た
世
代

が
支
え
合
う
よ
う
な
関
係
が
つ
く
ら
れ
ず
、
困
難
に
直
面
し
た
若
い
人
た
ち
は
、
自
信
や
信
頼
を
失
っ
た

ま
ま
、
黙
っ
て
仕
事
の
場
か
ら
消
え
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

八
月
末
、
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
・
福
島
大
学
災
害
復
興
研
究
所
主
催
で
福
島
で
開
催
さ
れ
た
第
一
八

回
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
一
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
わ
り
頃
に
「
福
祉
の
ひ

ろ
ば
」
九
月
号
（
月
刊
化
一
五
〇
号
記
念
）
の
宣
伝
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
研
究
所
に
入
職
し
た
職
員
の
方
と
福
祉
施
設
や
事
業
所
で
働
い
て
い
る
若
い
世
代
一
七
人
が
、
企

画
し
取
材
し
編
集
し
た
特
集
号
と
聞
い
て
、
大
い
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
ま
と
め
た
原
稿
が
活
字
や
写
真
と
な
っ
て
印
刷
製
本
さ
れ
た
「
福
祉
の
ひ
ろ
ば
」
九
月
号

を
、
作
り
手
の
人
た
ち
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
手
に
取
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
サ
ッ
と
一
読
し
た

あ
と
、
そ
の
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

二
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
九
月
号
が
で
き
あ
が
る
ま
で
を
追
っ
た
記
事
は
、
写
真
を
追
っ
て
い
く
だ
け

で
も
、
若
い
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
周
囲
が
温
か
く
も
厳
し
く
見
守
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
若

い
人
た
ち
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
な
こ
と
が
、
誌
面
を
通
じ
て
伝
わ
り
ま
し
た
。「
失
敗
し
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よしなが　あつし
1955年生。1982年から24年間、京都市役所で生活保護ケース
ワーカーをはじめ福祉事務所を中心に働く。2006年度から花園
大学に移り、貧困問題、生活保護制度、ケースワーク等を担当。
著書に『生活保護の争点』（高菅出版）ほか多数。

（� ）
　なにせ感動したのが、「いきいき職場６か条」です。私はこの「いきいき
６か条」を職員室の壁に大きく拡大して貼り付けました。
　特に２番目の「必要とされ、誇りを持てる職場」には思い出されることが
ありました。10年ぐらい前になりますが、迷える若い職員に私も困惑しつ
つ、贈った言葉が“自分の仕事に愛情を持ち、誇りを持つこと”です。
　そんな仕事、そんな職場にしよう！　したい！　今も変わらない思いです。
　今日もこの職員室の６か条を読み、仕事に入ります。
　追伸。“６か条Ｔシャツ”をつくりませんか！

白十字ホーム　生活福祉課課長　松下かほる

た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
‼
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
生
き
て
い
ま
す
。

取
材
チ
ー
ム
に
よ
る
「
い
き
い
き
若
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
は
、｢

い
き
い
き
職
場
六
か
条｣

に
ち
ょ
っ

と
ヒ
ヤ
ッ
と
し
ま
し
た
が
、
い
の
こ
の
里
の
調
理
師
さ
ん
た
ち
の
思
い
を
読
ん
で
大
い
に
感
激
し
ま
し

た
。
特
養
の
基
準
で
は
、
調
理
業
務
は
入
所
者
の
処
遇
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
業
務
と
さ
れ
、
第
三

者
へ
の
委
託
が
認
め
ら
れ
、あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
堂
々
と
胸
を
張
っ
て
「
特
養
の
調
理
師
だ
」

と
言
え
る
自
信
は
、
特
養
に
と
っ
て
調
理
は
「
直
接
影
響
」
の
あ
る
業
務
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
と
強
く
思

い
ま
し
た
。

老
人
ホ
ー
ム
で
働
い
て
い
る
と
、「
老
人
」
以
外
の
領
域
へ
の
関
心
が
薄
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
ク
ラ
ウ
ン
の
仕
事
、
保
育
や
障
害
者
の
事
業
所
、
と
り
わ
け
昨
年
三
月
の
震
災
や
原
発
事

故
に
よ
っ
て
、
一
年
半
が
過
ぎ
た
今
も
不
透
明
で
先
の
見
え
な
い
状
況
に
あ
る
中
で
も
そ
の
地
域
で
取
り

組
ん
で
い
る
職
員
の
方
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
そ
の
思
い
に
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
い

う
企
画
だ
か
ら
こ
そ
、
取
材
を
し
た
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
き
っ
と
新
し
い
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

九
月
号
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
、
自
分
が
勤
務
し
て
い
る
施
設
の
職
員
た
ち
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し

い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
基
本
的
に
は
自
分
で
購
入
し
て
読
ん
で
ほ
し

い
と
思
う
の
で
す
が
、こ
れ
が
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。「
毎
日
の
メ
ー

ル
の
や
り
と
り
を
ち
ょ
っ
と
減
ら
せ
ば
？
」
と
言
っ
た
ら
、「
携
帯
の

料
金
は
定
額
制
だ
」
と
の
こ
と
。
そ
ん
な
こ
と
は
兎と

も
角か

く

も
、
と
り
あ

え
ず
手
に
と
っ
て
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
読
ん
で
み
て
ほ
し
い
と
思

い
、
購
入
の
連
絡
を
差
し
上
げ
た
次
第
で
す
。

職員の方の感想は
……



私
の
住
む
ま
ち
の
役
所
を
軸
に
、
避
難
指
示
の
三
キ
ロ
、
一
〇
キ
ロ
、
二
〇
キ
ロ
、
三
〇
キ
ロ
半
径
の
円
を
描
く
。
そ
し
て
、
地
震

と
津
波
と
原
発
事
故
が
襲
い
か
か
っ
た
福
島
の
わ
ず
か
な
情
報
と
見
聞
で
想
像
し
、
そ
の
中
で
生
き
続
け
て
い
る
福
島
の
人
た
ち
の
願

い
や
思
い
を
重
ね
合
わ
せ
る
。
今
回
の
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
で
は
、
現
地
だ
か
ら
こ
そ
聞
け
る
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
っ
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
以
下
、
第
一
原
発
）
は
、
東
北
の
福
島
県
大
熊
町
と
双
葉
町
に
ま
た
が
る
東
京
ド
ー
ム
七
五

個
分
、
三
五
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
の
海
側
に
六
基
の
原
発
が
並
ぶ
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統
領
が
、
一
九
五
三
年
に
国
連
で

原
子
力
の
平
和
利
用
演
説
を
行
い
、
原
発
導
入
先
に
あ
げ
ら
れ
た
国
土
の
狭
い
日
本
は
、
広
島
、
長
崎
の
原
爆
に
続
き
、
五
四
年
三
月

一
日
の
ビ
キ
ニ
事
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
力
の
「
平
和
」
利
用
と
「
安
全
」、
そ
し
て
利
権
の
原
子
力
ム
ラ
の
構
築
で
原
発
建
設

を
強
行
し
て
き
た
。
第
一
原
発
一
号
機
は
、
七
一
年
に
営
業
運
転
開
始
、
七
九
年
の
六
号
機
ま
で
順
次
稼
働
。
つ
く
ら
れ
た
電
気
は
す

べ
て
関
東
に
送
ら
れ
る
。

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
第
一
原
発
敷
地
内
で
、
協
力
会
社
の
作
業
員
五
六
六
〇
人
、
東
電
社
員
七
五
五
人
の
計
六
四
一
五
人
が

働
い
て
い
た
。
一
四
時
四
六
分
、
震
度
六
強
の
地
震
。
福
島
第
一
・
第
二
原
発
は
自
動
停
止
し
、
大
津
波
に
よ
り
、
第
一
原
発
は
全
交

自
分
の
ま
ち
に
福
島
第
一
原
発
が
あ
っ
た
ら

特
集
　“
原
発
事
故
後
の
福
島
で
の
生
活
と
福
祉
”

─
第
一
八
回
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
in
福
島
（
八
月
二
五
〜
二
六
日
開
催
）─
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